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授業内試験 小テスト 課題内容 出欠状況 授業態度

前期 100%

後期 100%

年間教授計画　　2024年度　（４月～２月）
対象

小児看護論
ｸﾗｽ：　　2年　　G組
学科：医療事務科
ｺｰｽ：小児クラーク

①臨床医学Ⅰ
②臨床医学Ⅱ

授業概要
子どもの健康を阻害する様々な要因や病気について学ぶ。

・麻疹　（講義・ビデオ学習）
・風疹　（講義・ビデオ学習）
・水痘　（講義・ビデオ学習）
・流行性耳下腺炎　（講義・ビデオ学習）

感染症

最終到達目標
大人と子どもの身体的特徴や健康問題の違いについて比較できる。

単元 内容および授業方法

・小テスト１

子どもの予防接種 ・ワクチンの役割　（講義）

・インフルエンザ　（講義）
・溶連菌性咽頭炎　（講義）

・アデノウイルス感染症　（講義）
・ヘルパンギーナ　（講義）
・手足口病　（講義）

・小テスト２

・ワクチンの種類　（講義）
・定期接種と任意接種　（講義）
・予防接種の時期と回数　（講義）

・感染症と出席停止措置　（講義）
・登園登校許可書の発行　（講義）

前期成績判定 小テスト１と２の総合得点より評価する

後
期

（
1
0
月
～

２
月

）

アレルギー疾患 ・気管支喘息　（講義）
・アレルギー性鼻炎　（講義）

調べ学習　 【開始】 ・アレルギー性結膜炎　（講義）

前
期

（
４
月
～

９
月

）

オリエンテーション ・問診票から得られる情報　（講義）

先天性と後天性 ・先天性と後天性の違い　（講義）

急病時の対応 ・熱性けいれん　（講義）

学校保健安全法

・熱中症　（講義）

・アトピー性皮膚炎　（講義）
・食物アレルギー　（講義・ビデオ学習）
・アナフィラキシー　（講義・ビデオ学習）
・アレルギー対策　（講義）

　【実習】
　子どもの一次救命処置

・異物誤飲　（講義）
・乳幼児突然死症候群　（講義）
・救急受診の目安と判断　（講義）

・熱の測り方　（講義）
・薬の上手な飲ませ方　（講義）
・内服補助グッズの活用　（講義・資料展示）

小児医療 ・ディストラクション技法　（講義）
・親の処置参加　（講義）
・院内感染対策　（講義）

調べ学習　 【終了】 レポート提出

・プレネイタルビジット　（講義）
・小児医療費助成制度　（講義）
・こども総合保険のしくみ　（講義）

備考　※２

※１　授業内試験：期間内の総まとめの試験／小テスト：単元ごとのテスト等／課題内容：課題提出および課題の出来具合
　　　その他：（　　　）に具体的内容を記載。（例）外部実習評価
※２　備考については、資格取得に対する加点、学習に当たっての留意事項等、上記以外の項目に記載すべきものがある場合に記入。

後期成績判定 レポート内容により評価する

成績
評価
方法

項目　※１ そ の 他 （ ）

割合


